
視覚障がい者にとって、運動を行うことは決してたやすいことではありません。
視覚障がい者のマラソン大会を行うなど無謀だという声も上がった中、不可能を可能にしたのが、1本のたすきです。
「絆(きずな)」と呼ばれる1本のたすきをランナーと伴走者がともに掴んで走ることで、お互いをつなぐ心の「絆(きずな)」となるのです。

視覚障がい者の「一度でいいから公道を思いっきり走りたい」という願いを叶えるためにはじまった視覚障がい者京都マラソン大会。
2002年にこの大会の存続が危ぶまれ、わかさ生活が大会に協賛し始めて11年が経ちました。この11年の中で私たちは沢山の
ランナーさんと出会い、その中でいつしか「この素晴らしいスポーツをもっと多くの人に知っていただきたい！」
そんな想いを持つようになりました。
第31回大会は、142組ものランナーと伴走者が参加し、その力強く走る姿に感動をいただきました。
今後200人、300人と参加ランナーが増え、そして全国の人たちにランナーの頑張りをもっと知っていただけるよう、
私たちは視覚障がい者京都マラソン大会を応援し続けます。

二人だから思い切り走れる！
視覚障がい者マラソンはランナーと伴走者がペアとなり、
「絆」という一本のタスキを掴んで走ります。
視覚障がい者の方がスポーツをするには、
様々な危険が伴います。伴走者がしっかりランナーへ
進行方向や景色の情報を言葉で伝えることで、
ランナーは信頼して思い切り走ることができます。



この大会ではランナーさんのゼッケンに書かれた
お名前を呼んで応援します。
沿道からは「○○さーん！！！がんばれー！！」
という熱い声援が飛び交います

招待選手として、ロンドンパラリンピック銅メダルの
和田伸也選手をお迎えし、第31回大会では
男子10Kmの部7連覇を達成されました！！

視覚障がい者京都マラソン大会は2014年で31回目迎え、

視覚障がい者マラソン大会としてはとても長い歴史を持つ
大会です。 なんと！今年で31回連続出場のランナーさん
もいらっしゃいます！！

視覚障がい者京都マラソン大会では 中学生からお年

寄りまで幅広い年代のランナーさんが全国各地から参
加されます。

毎年楽しませていただいて
ます。何と言っても応援が
すごい！伴走者の声が聞
こえなくなるくらい大きな声
で応援していただけて力に
なります。自分の名前を
こんなに呼んでいただける
大会は他には知りません。

アテネパラリンピック4位入賞
福原 良英選手 10km男子全盲の部優勝

ロンドンパラリンピック銅メダル
和田 伸也選手

伴走者との入念な打ち合わせもでき、
良い状況で走ることができました。
やはり、名前で呼んで、応援してくだ
さる方の声には助けられます！
毎年、この大会はとても楽しいです。
みんなと一緒に創り上げるという
イメージですね。来年もぜひ、参加
させていただき、自己ベスト、大会
記録を更新したいですね!

今回初出場でしたが、完走することが
できました。練習よりもかなり良いタイ
ムで走ることができうれしいです。全て
子供たちの声や熱い応援の声のおかげ
です。また隣に伴走者がいてくれて元気
ももらいました。
本当に今日は最高の日になりました

この視覚障がい者京都マラソン大会は、
私がマラソンをするきっかけになった大
会なんですよ。
はじまってから、1回を除き毎年ずーっ

と参加してきました。参加当初は記録を
出すことに必死だったのですが、今は
長い目を持って90歳ぐらいまでマラソン
に参加出来るように「楽しめるマラソ

ン」をしてますよ。今や、美智子は私の
マラソンのなくてはならない存在ですよ。

伴走を付けて走るのは初めてでした。
苦しくなった時には、伴走をしてくれた
佐藤澪さんが、隣で励ましてくれました。
そのおかげで、完走することができ
ましたよ。

女子プロ野球選手と一緒に走れたことは
私にとって宝物です！
女子プロ野球選手が横で励ましてくれた
から走れた！来年も、川口選手と一緒に
走りたいですね！

2連覇達成！走り終わって今最高の
気分です！一般公道を走る機会が
少ないので毎年楽しみにしています。
次回もBestな状態で必ず出場します！！




